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お豆腐狂言 茂山千五郎家

▲
」■日ヽ

=SHIG巨 YAMA O丁 ()Fu KYOG巨 N浅出千工郎家では「お豆腐のような狂言師」という言葉が語 り伝 えられてヽヽます。その言葉は、十せ工菫 (二せ千作)ヘ
の恙口に由来 しております。

工菫は、気軽に狂言を楽 しんで頂こうと、色々螢ところに出向ヽヽては、余興に狂言を上演 しておりました。宦町時代に“武

家式楽"と 位置づけられて以降、能と狂言は武士や公家など特別階級の文化でありました。明治時代でもまだ、能舞台以外で

の上演はいけな`い、他のジャンルの芸能と共演 してはいけないなど、保守的螢考え方が根強かったころ、タブーを犯 して活

動する工童 |よ 「あいつはどこにでも気軽に出て行 く、お豆腐のような奴だ」と言われていました。 「茂出の狂言は我々のや

ってヽヽる特別 な`芸能文化では螢く、ど
｀
この家の食単にも上がる豆腐のような安い奴 らや」という意味の恙口を言われたので

した。

しかし工責 |よ 「お豆腐で結構。それ自体高価でも上等でもないが、味つけによって高級な味にもなれば、庶民の味にもな

る。おユ腐のようにどんな所でも事んでいただける狂言を演 じればよい。より美味 い おヽ豆腐になることに努力すればよい」

と、その恙口を逆手にとりました。
いつのせ も、どなたからも広 く愛 される、飽 きのこない、そして味わい深い。そん仕「お豆腐狂言」をお楽 しみくださヽヽ。
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畠:`:言旭川市民劇場9月例会

9月 5日 0種6:30
6日●種1:30

′′  次例会のご案内

2022年 10月 例会
青年劇場

『きみはいくさに従ったけれど』
作/大西弘記
出演/島野仲代 中川為久朗
10月 12日 (水)午後 6:30
13日 (本χF後 1:30

会場/旭川市公会堂

旭川市民劇場 旭川市 3条通 8丁 目緑橋ビル1号館 2F
TEL 0166¨23¨1655

上演
時間
1時間 45分
(休憩 15分含む)

入 会 の ご 案 内
入会金 2,000円 会員になると年6回の

演劇を鑑賞できます。

詳しくは

旭川市民劇場まで

会費(月 ) 一 般2,500円

大学生1,000円

中高生 500円

会場/旭川市公会堂
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